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独立行政法人医薬基盤研究所法の一部を改正する法律の概要

１．新法人の概要
○ 新法人の名称は「独立行政法人医薬基盤・健康・栄養研究所」とし、主たる事務所の所在地は大阪府と
する。

○ 新法人は、現在の医薬基盤研究所及び国立健康・栄養研究所の業務を基本的に引き継ぐ。

※ 医薬基盤研究所の研究開発に係る研究費の配分・評価業務及び創薬支援業務は、独立行政法人日本
医療研究開発機構法に基づき設置される同機構に移管される。

２．国立健康・栄養研究所の解散

○ 国立健康・栄養研究所を解散し、その権利・義務を医薬基盤・健康・栄養研究所に承継する。

改正の概要

独立行政法人改革に関する閣議決定や、日本再興戦略に基づく「新たな医療分野の研究開発体制」を踏まえ、
独立行政法人医薬基盤研究所と独立行政法人国立健康・栄養研究所を統合し、医薬品及び健康・栄養に関
する研究等を実施する独立行政法人とする。

※ 両法人の統合により、医薬品等に関する専門性と食品・栄養等に関する専門性の融合が図られ、生活
習慣病対策への応用、医薬品と食品の相互作用による研究の促進等の効果が期待される。

※ 日本再興戦略に基づく「新たな医療分野の研究開発体制」を踏まえ、医療分野の研究開発に係る研究
費の配分・評価業務等を担う独立行政法人日本医療研究開発機構が設立されるが、同法人の設立につい
ては、医薬基盤研究所と国立健康・栄養研究所の統合によって生じる法人数を充てることとする。

施行期日 公布の日（平成26年５月21日）から起算して一年を超えない範囲内において政令で定める日
※平成27年４月１日を予定。日本医療研究開発機構も同日に設立予定。

公布日 平成26年５月21日（５月14日に成立）
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（独）医薬基盤・健康・栄養研究所の業務について

（独）国立健康・栄養研究所

国民の健康の保持及び増進に関する
調査及び研究
国民の健康の保持及び増進に関する
調査及び研究

健康増進法に基づく業務健康増進法に基づく業務

（独）医薬基盤研究所

医薬品等の基盤的技術研究医薬品等の基盤的技術研究

難病・疾患資源研究難病・疾患資源研究

医薬品等の開発振興医薬品等の開発振興

創薬支援創薬支援

（独）医薬基盤・健康・栄養研究所

（独）日本医療研究開発機構

アカデミア（大学、国立研究機関等）への研究支援（ファンディング）

希少疾病用医薬品・希少疾病用医療機器の開発支援等

国民の健康の保持及び増進に関する
調査及び研究
国民の健康の保持及び増進に関する
調査及び研究

健康増進法に基づく業務健康増進法に基づく業務

医薬品等の基盤的技術研究医薬品等の基盤的技術研究

難病・疾患資源研究難病・疾患資源研究

希少疾病用医薬品・希少疾病用医療機器の
開発支援等
希少疾病用医薬品・希少疾病用医療機器の
開発支援等

○アカデミア（大学、国立研究機関等）へ
の研究支援（ファンディング）
○アカデミア（大学、国立研究機関等）へ
の研究支援（ファンディング）

○創薬支援○創薬支援

創薬支援スクリーニング創薬支援スクリーニング

創薬支援スクリーニング創薬支援スクリーニング

※平成２７年４月１日統合予定
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法人の統合における基本方針について

・健康・栄養に係る我が国の公衆衛生推進のためのエビデンスの構築
・医薬品・食品の信頼性の確保
・医薬品開発に共通的なプラットホームの確立
など、公的研究機関ならではのインハウス研究を着実に推進。
※インハウス研究：試験研究機関が運営費交付金で行う試験研究

インハウス研究の推進

・総務部門、企画・立案部門の体制整備
・大阪と東京の連携を図るため、ＩＴの活用と体制強化
などにより、効率的な運営を実現。

組織体制の見直し

・（独）医薬基盤研究所と（独）国立健康・栄養研究所の統合による
シナジー効果を最大限発揮するための共同研究の実施。

シナジー効果に基づく共同研究
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医薬基盤研究所、国立健康・栄養研究所の
統合後の具体的取り組み
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１ 従来の研究を継続的に推進
〇 食と運動の健康科学研究の推進
〇 創薬技術研究や創薬技術支援の推進

２ 統合効果を最大化するための取り組み
〇 シナジー効果を最大限発揮するための共同研究の実施
〇 研究支援業務の強化と管理、企画部門の効率化
○ ＩＴを活用した事務連絡会議及び研究者間の情報交換
○ 新規独創的研究課題による競争的資金の積極的な獲得
○ 限られた財源の中で最大限の研究成果を発揮

３ 研究成果の情報発信の推進
〇 国民に向けた医薬品、食品、栄養及び運動の研究成果の情報提供
○ ＷＨＯ協力センターとして、世界に向けた栄養と運動の情報発信の強
化
○ 創薬支援ネットワークの中核としての情報提供



テーマ 研究内容 健栄研の強み 基盤研の強み

１
医薬品と食品の相互
作用に関する研究

医薬品と食品の相互作用を研究
することを通した安全性確保、医
薬品の副作用軽減、薬剤耐性抑
制を目指す研究

健康食品素材の安全性・有
用性に関する研究を行って
いる。

革新的な医薬品の研究開
発を行っている。

２
生活習慣病の新しい
予防法に関する研究

炎症に着目した腸管免疫と代謝の
相互制御メカニズムの解明ならび
に生活習慣病との関係に関する
研究

生活習慣病に関する基礎研
究基盤と疫学調査の経験を
有しており、食事成分に関す
る多くの情報を保有する。

免疫疾患（炎症、食物アレ
ルギーなど）・ワクチン開発
を目指した免疫に関する基
礎研究と臨床サンプルを用
いた研究を行っており、腸
内細菌に関する解析技術も
有する。

３
健康に関する機能性
表示食品の品質評価

健康に関する機能性表示食品の
植物鑑別および成分分析等の品
質評価に関する研究

食品成分分析に関する技術
力が高い。

薬用植物の鑑別、植物成
分の分析に関する技術力
が高い。

健栄研と基盤研と統合によるシナジー(例）
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